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ナスの第1花の着生節位に及ぼす子葉摘除の影響

イ 11[ 薫*.飯 !Ti rv 博.*佐 {(l カオル*
(11付利155年8JJlHl受開)

EFFECT OF REMOV AL OF COTYLEDON ON NODAL 

POSITION OF FIRST-FLOWER IN EGGPLANT 

Kaoru lSHIDA. Shigehiro 110 and Kaoru SAHEKI 

Summary 

The present study was carried out to ascertain the role of cotyledon for differentiation of the first flower 

in eggplants. The cotyledons wεre removed at various developmental sta♂es. The results obtained were 

as follows. 

1. When the cotyledons were removed at the early stages of development of plants， the increase in the 

first and second leaf areas were inhibited markedly and the number of leaf initiated below the first-flower 

node increased and the flower-bud differentiation occured late and the first-flower formed at high node 

compared with the control. 

2. When the cotyledons were removed at late stages of development of plants， the number of leaf， the 

time of flower-bud differentiation and the nodal position of the first flower were similar results to the 

control. 

3. The removals of cotyledon at early and late stages of plant development resu1ted in the disseren・

tiation of th:= first flower-bud at th:= 4 th leaf expansion and 3 rd leaf expansion stages， respectively. 

緒 宮

筆者は先に子葉と第 11~の;者生節位との関係について

報告した2)O そのなかで， 子誌が第 l花の羽生節{立に関

係する場合は長日条件ドであって，短fl条件ドでは両者

の聞になんらの関係も認められなかったことや，子葉が

第 l花の者生節1，nr.関係し，その役割を終えるのは子葉
が民間してから1011後であることなどについてゆjらかに

し7こO

その際，-f~~展開後10LI t:lの出の発1守段階については

rijj らかにしなかった。そのため -f..-~が第 1 花のお生節

{\'n乙関係する則II~Jなどについて若 rの疑問が提起された

れ。それは第 1花のお，1:節1U]こ対するよ三11の影響が1011

よりもっと長期間にわたっても認められるということで

あった。このことについては以ハの影響が子取によるも

のなのか，本I誌によるものなのかということの疑問があ

る。しかし，そのこととは別に子葉が第 L{!:.の者生節仰

に関係する期間は， 1111jの生以速度によっていくらか変化

するであろうことは推測される。それで，子葉が第 Ut

事附属農場

心者生節位l乙関係する期間を子葉展開後のIJ数で示すの

でなく，むしろ1M者の関係が終わる時点での苗の発育段

階によって示す万がより適当であるように考えられる。

こうした考えにより，本実験では子葉が第 1花の着生

節{立に関係し，その役割を終える時期の苗の発育段階に

ついて明らかにするため，発育段階の異なる時期に子葉

を摘除して，第 1花の者生節{J'LI乙対する影響について検

，Hした0 ・I，L;の結果を得たので報f与する O

材料および方法

N，試品開は可Uf~貞~，Uで. 3 H 31[1 (l979{ド)にガラス空

内で.60cm x 120cmのは種箱に.条|削11cm.株間 5cmと

しては閉した。

:試験区は対照r~と発育の異なる 4 段階で子葉を摘除し

た4lX.合，~I・51豆を投けた。子葉を摘除した段階は次の

通りであった(Fig.1) 0 

(1) 第 1.~が針状に僅かに伸長した段階(第 1 凶摘

l徐区)

(ll) 第 1葉が展開した段階(第2同摘除区)

(聞) 第2葉が展開した段階(第3白l摘除区)
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CW) 第 2~が第 1~の~[面積とほぼ等しい状態にま

で生長した段階(第4181摘除|ズ)

これらの実験はすべて自然条件卜.で、行なわれた。調査

は ~lúiM. 新しく分化した県芽を合めた f定数および花芽

分化などについて行なった。 ~Ifli積は話料採取後 s忠を切

りとり，ユーピックスでコッピーした後フOラニメーター

で測定した。~数および花芽分化については材料をカル

Fig・ Developmenta 1討ta只eof eggplants at tirr‘e 

。fremoval ()f cotyledon. 
1 : apperance of the first leaf (Stage 1 ). 

: expansion of the first leaf (Stage n )・
自:expansion of the second leaf (Stage m ). 
W : the first and second leaves of equal size 
(StageW)・

ノア液にて 1昼夜[Lfjj定した後70%アルコールに沿潰し検

鈍して調査をした。出数は第 1花分化節f¥'t:より 1焦土川

県までを対象として数えた。これは第LlEの !:fu:葉が分
化した後llJ三"日がfll~}亨し花芽に分化するため，第 1 花の

1'.川県であるとの判断がつけ難いためであった。なお，

調査は各区とも花芽分化時まで続けられ，分化のl戸い|べ

から順次切ち切っていった。

ぷ*~tの採取は . ~l';摘 l徐|丘では花芽分化前は 1- 211ご

と，それ以外は大体 2-311ごと， 子信臨|出|豆は 4-5

11ごととした。 調査には各区とも 11叫にそれぞれ10株ず

つJHp1こO

結果

プf3tJ"の見なる段階での子提の摘l徐が， 2第高 1~虫虫民l1止淀it主::5!:: およびび、2第告

2応の出灼|山(1向lit]

は Fig.2および、 Fig.3!乙示した。以ドに述べるiJjt0WJ

は10個体の平均値で示したものである。まず第 1葉につ

いてみると. ~!~摘|徐区では子県民開後 5 1 J目l乙出葉し，

やがて急速に民 1(1lfJ'Jをj:1~(/JJIIし. 1611 kiには最大拡IflifJ':i!こ

ii し，仙のj商除|ポのつ~1?Ii杭より人;きかった。これに対し

て.. -f.~摘除ll!jWJの '11.かった第 1 I~ll摘除ばでは il\ 束期は

J!l~摘除|ぶより j出く，しかも，県 lirl杭の増加も緩慢で. ~l正

摘|徐ばよりややjJ1れて最大葉Iflit'l!乙述したものの，出LilI

f，'iは51ベの'1'で域小であった。さらに第 2Ifll摘除|豆では

li~IÍl ih'i の W/)JI1は緩慢で Jl!~摘除区より 3U遅れて最大出 IÍll

日に述したが日l両院は第 111lJ摘|徐ばより大きかったo

~n 3 IrU摘|徐ばでは照的l杭のWIJJrIは第2lu]摘|徐区と同様な

傾向を示したが.. ~忠 IIJi積は第 2 [81摘|則正より大きく，第

41叶摘除|ぎと同程度であった。~"'1 41日l摘|則正で、は，葉 IÚI

偵の削力1Iは 11民摘 I~京区より緩慢で，最大山 IÍll杭への到述は

J!lIJ商|徐1)(:よりやや遅れた。出IJJi積は無摘除|互に次いで人;

きかっ7こO

::f12民についてみると. )，ijt摘|注|丘では子山)1昼間後1211

1I に 11\1犯し，その後急速に!IJ; して山~後約 1 週間で故

人二倍lilifs'l にi主した。これに刈し各摘Ij~ばでは 1 1\民間およ

び出lilパ}'1の!1:u2などについてさまざまなt!1逆がl認められ
た。 第 11111摘|涼1><:で、は11¥1忠則は1Jl1;摘除1)$:と変わらなかっ

たが，民[(，ifs'J の出リU~Iは 51正の"，で最も緩慢で，出 Ifil fJ'lも

51メ:の1['で最低であった。&{}2 I~ 11摘除|ベで、はtl!1応用jは lJ!~

J尚 lí~~1ベより 3 11 1 1' く.これより 1011 後には無摘IS~I)<:lril版

以人;倍1(1IfJ'l!こ述した。!日正IWlは前 11111拙i除1;<:よりは大き

かったが飢摘|徐|正よりは劣った。第311!1摘除lぎでは11¥応

用]は無摘|徐区より I戸く，しかもその後の荒而杭の増加は

急速で，結}i;J. 提出債は 51ポr!'最大であった。第4lHI摘

|涼|べでは f拡摘[i付金の出1(llfuの1';"/)JIIは急速で.Jm摘除以
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。ー-0NOIl-rernoval 
'ー一唱 Rernoval at stag行 I
0--0 Rellloval at stagfl II 
____ Rellloval at stago m 
~ Rernoval at stage N 

10 

。一向。 NOfl.rernoval
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Effect of removal of :cotyledon on rate of 

increase of leaf number of eggplant. 
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Fig.4は子提I[U偵の増加の過程と子葉摘除l時期を対比

して示したものである。 f集の!寝泊i積はほほごS宇状曲線

の形で明加の推移を示しており，子葉展開後約9日日に

は最大に達した。こうした子提の葉面積増加過程での子

I忠摘除期がどこに位置するかについてみると，第 1回お

よび第 2[日r]摘除ばの摘除期は!提出l積が;段大l乙達する以前

の過程にあった。他JJ.~3 凶および第 4 凶摘除区の摘

除j明はmrfti杭が最大に達した後の過程にあった。とくに

第31日j摘除ぼの摘除期は最大東Ifd積に述した雨後であっ

Da ys after cotyledon expansion 

Effect of removal of cotyledon on growth 

of the first leaf of eggplant. 

Fig.2 

より 311Wく最大部而砧に述した。.r:0luifiiは第 3[lcU摘除

ばl乙次いで大きかった。

。町一酬oNon-rtllltoval 
。一一0()Rernoval at stag肘 I
D--CI Retlloval at sta酢 H
l:J---tI RelltOval at stag円田
♂ト--i:::.Rfll!lりvalat stage N 

15 

たo

f葉摘IJ~主時期の違いが~数の期加およびIË芽分化!羽l乙

岐ぽす影響について調査した結*は Fig.5に示した。

20 

Days after cotyledon expansion 

lncrease of cotyledon area and time of 

removal ()f cotyledon of eggplant. 

1 ， H ， IH and N : time of removal of cotyledons. 
(See Fig. 1 for details) 

O 15 10 5 

nu 
-

0.5 

Fig.5 
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Effect cf removal of cotyledon on growth 

of the second leaf of eg♂plant. 

Days after cotyledon expansion 

O 

10 

5 

Fig.3 

E
U

一
』

ω
∞一℃
C
N
』

O

何
む
」
《



310 行 111 J玄.iYi J己 A t寺.K {(I カオノレ

Table 1 Effect of removal of cotyledons at dif-

ferent stages of development of plant 

on nodal position of first flower. 

Cotyledon Non removal 
removal 
treatment cotyledon n m N 

1st flower node 7.4 8.4 8.5 7.3 7.4 

1 ， n ， m and N time of removal of cotyledons. 
(See Fig. 1 for details of removal of cotyledon吋

先j(摘除区の葉数の増加はほぼS字状曲線の形で推移し，

子葉展開後約20日目に花芽を分化した。第 1lril摘除|豆で

は葉数の増加は緩慢で5区I-fl最低であった。しかも 5l2<: 

の中で最も長い間葉を分化し続け，子葉展開後26[1目に

花芽を分化した。この間分化した~数は第 2 [ql摘除|豆の

ものと変わらなかったが，仙の 3[豆よりは多かった。日

2[B]摘除区の葉数はある時期までは無摘除|豆とほぼ"u様
に増加していたが，それ以降増加は緩慢になり，第 1[HI摘

|徐区に次いで長く葉を分化し続け， luミ展開後23け目に
11:.芽を分化した。この間分化した葉数は第 1II:!I摘除区と

ほぼ変わらず，他の 3区よりは多かった。第3[りl摘|徐|メ

Fig. 6 Growth of eggplants at the time of the first 

flower-bud differentiation. 

A : non removal of cotyledon. 

B : removal of cotyledon at early stages of plant 

development (Stage I and n). 

の葉数は無摘除区よりやや緩慢な用加状態であったが，

やがて追いつき無摘除区と同様に子葉展開後20f-:1自に花

坪を分化した。この間分化した民数は第 1I叫および第2

川摘|徐[x:より少なく. Jl~摘除lぎおよび第 4[且l摘除区との

11\]に左が認められなかった。第 4 凶摘除区の~の増加状

態および民数，そして花芽分化期などについては無摘除

区とIp]様な傾向を示した。

Table 1は第 111:.の者生節(立について調査した結果で

ある。無摘除|ふ:京 31ulおよび、第4回摘除区の 3区は第

111:.の有山節仰が低かったが， 第 1I恒川り叶lおよびび‘第 2問摘|除徐

|ば亙は箔1，7花Eの;若j芦雪生節位がfr--乙'，'

Fig.6は花芽分化時の白の生長状態を示したものであ

る。第 l花の着生が低節{¥'[であった無摘|珠1:2<:.第3凶お

よび第 4rul摘除|ぎの花芽分化時の伴iは本能3枚目寺であっ

た。他万，第 1花の若生が高節位であった第 1I叫および

清2[111摘除15<:の花穿分化時の出は本葉4枚時であった。

考 察

第11.定および第 21震の葉l面積に対する子葉の摘除の影

響は者:しかった。ことに摘除時期]が異なると，その影響

の程度も異なった。子京;摘除時期が早いほど，第 1~お

よび第 2-~~の葉出杭の増加の抑制は大きかった。 ・11.

摘除時期がj出いと，第 1葉の!kE白1積への影響は比較的少

なかった。第 2取については，第 1葉にみられたのとは

逆に， Jll{摘除|豆の出Ifrifllより大きくなるといった場合も

認められたが，摘|涼H与jtJlが引いと，やはり提出i禎の用})n

は抑制された。

f~摘除i時期と生育の関係において，その時期が遅く

なると，生育抑制程度が減少するといった結果はすでに

斤麟4)らの報告にも認められると乙ろである。このよう

な結架から，了~~~は植物の初期Fj:育に対して重要な働き

をしていることが明らかになった。

県数と花芽分化}切に泣ぽす子~摘除の影響は提出債に

おいてみられたと[Ji]隊，摘|徐II!付朝によって持しく異なっ

た。第 1IHJおよび、第 2lul摘除IX:のように，子葉摘除の tr1•

かったl25:ほど，摘|徐による影響は大きかった。すなわち

出数附 )JII の II!j則的W~移についてみると. JflJJ11速度は緩t~

で， 45の分化問 Il\Jは Jl!~摘|治以などより 12 く，しかも民数

は多かった。いきおい花芽分化!羽も遅れるといった結出

を示した。 他JJ.前 3[111および、第4凶摘|徐|ぎのように，
摘除1時期が遅い|丘ほど.f尚除の影響は比'1攻的少なく Jg{摘

除区とのlt"iHこ出数および花芽分化WHこ主が認められなか

った。このような結果は子-~摘除と ~I[U慣の関係につい

てみたと 11Î]様，子葉が花芽分化lこ t~t くかかわっているこ

とを示したものと考えられる。ただこの場合は前述した
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子葉摘除と葉面積の関係において認められた結果とは幾

分違いが認められるという乙とである。その違いという

のは葉面積の場合は摘除時期がiAくなるにしたがって摘

除の影響が比較的少なくなるといった程度であったが，

花芽分化期に関しては摘除時則の早晩による若異が明瞭

であるという乙とである。このような結*は由の住民と

発育に対する子葉のかかわり方が違う乙とを示したもの

と考えられる。

子葉と第 I花の形成との関係は，子*摘除と第 1花の

者生節位との関係についてみると，いっそう明らかにな

る。 gf'}l花の若生節位は摘除時期によって異なり，摘除

時期の早かった第 1[mおよび、第2凹摘除区はILbく，浬か

った第3回および、，第4[111摘除区はJ![H商除区同様低かっ

た。 ζの子部摘除H寺j切による第r:/Eの:f'('J:節{立の迎いは
子葉が第 1花の形成IC関与し，その役割を果し終わった

時に摘除されたものと，役割を果たす以前に摘除された

もの，との違いによって生じたと巧えられる。以上の結

果から子葉が花非形成に関係2)し，第 1花を低節位lζ

着生させるという役割の終わる時期は第 31uj摘除WJ.す
なわち，苗の第2mが展開した頃であるととがわかっ
ナこ。

苗の第2!定展開時の子葉の生長状態について切らかに

するため，子mの葉i而宿の時10]的地移と摘除時j聞を対比
してみた。子弟の~!面積がi&:大l乙述したのは，子弟展開

後9日目であった。各区の子:出揃除H与の子葉展開後IJ数

は，第 1凹摘除l豆で2日目，第21111摘|珠区で 5f!日， 37;

3回摘除区で10[11]，第4臼|摘除区で141-1日であった。

最大葉面積に達する以前に子~誌を摘除された区は第 1 [111 

および第 2iJll摘除区で，これら各区の摘除11寺の子部は，

とれから葉面的をJt1JJIlしてゆζうとする生長段階にあっ

た。他方，最大1~~jìlÎ積到述後子!誌を摘除されたのは第 3

回および第4u}!摘除区で， ζれら各区の摘除時の子弟は

十分生長し終えた段階にあった。このととから，子!i:Jjが

第 11Eの低節{立荘lÉ~1乙深い関係をもっているのは子提が

盛んに生長し続けている期間であって，生長し終えた二f

葉はそうした関係を終えてしまっていることがわかる。

その時期は前報幻問機子葉展開後1011tJであり， :J!12出

の展開時であった。乙のように，葉が1E芽形成IC関係す

る場合，最大部面積lζ述する時期以前に，慎が花芽形成

に関係する重要な働きを行なっている ζとについてはす

でにアサガオDに於いても認められ，イ丈夫験の結果とね:

合する。

第1花の着生節位が違えば，花芳三分化WJの苗の発育段

階の異なることは当然である。第 1~tEの着生節位の低か

った無摘除区，第3問および第41Ill摘除区は本東3枚目寺

l乙花芽を分化した。他方，第 1花の着生節位の高かった

第1回および、第2回摘除区は本葉4枚時iと花芽を分化し

た。以上の結果から，子葉が第 1花を低節イ立につけるた

めに何らかの役割を演じているとするならば，本葉3枚

時に花芽を分化した苗は，子葉が第UEの形成l乙|珂係し
た，といえるし他方，本葉4枚時に花芽を分化した苗

はその第 1花の形成に子葉が関係しなかった，というこ

と均九五える。

以上，本実験の結果，子葉が第1:{Eの形成に関係し，

その役割を終える時期の苗の発育段階は第 2)葉の展開時

であり，第 l花の分化する時期は本部 3枚il{iであること

が明らかになった。

摘要

本実験は子葉が花芽形成に|剥係し，その役割を終える

U~j)tJ]の出の発育段階を切らか lこするため行なわれた。そ

のため，子誌は発育の異なる 4段階で摘除された。そし

て，子擦の摘除が本葉の荒而積の増加，第 11Eの着生節

位までの葉数，花芽分化期および第 1花泊生節位などに

及ぼす影響について調査した。それらの結県は次のよう

に要約されるo

1. 子葉を発育の10い段階で摘除された植物は無摘除

植物にくらべて，第 1 葉の~~I面相の増加!が若しく抑制さ

れ，東数が噌方nし， :tt=!f分化WJが遅れ，第 1 花の干~f ，1t節

位はi高かった。

2. 子葉を発育の巡い段階で摘除された植物は沼 1~

の葉面積のj官加を抑制する程度が少なく， ]iij数， ，{E芽分
化期および第 Utの者't節{立などは無摘除植物との聞に

差がなかった。

3. 子弟を発77のIr1.い段階で、摘除した純物は第 l花を

本東4枚時l乙，子立5を発育の遅い段階で摘除した植物は

無摘除植物とIriJ憾に第 1花を本葉3枚flJI己分化した。
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